
( 11) 議会への事業報告収支報告等は可能か。

( 8) 特産品製造を 第三者に業務委託さ れた経緯は。

( 9) 従来から ある 特産品の製造販売状況は。

( 10) モニタ リ ン グ実施の考えは。

( 5) 貸し スタ ジオ・ プ ロ ジェ ク ト アド ベン チャ ー施
設の利用団体数と 員数の宿泊、 日帰り 別に区分
けし た平成30年度利用状況は、 料金設定見直し
と 一般有料開放ができ ないか。

( 6) 斬新な自主事業の取り 組みは。

( 7) 地域活性化から 地域特産品を ど のよ う に考えて
いる か。

( 2) 施設利用料金徴収施設での現在の修繕状況は、
顧客満足度に近いも のなのか。

( 3) 市の修繕費と 主な修繕状況は。

( 4) 事業計画や実施状況の確認と 改善等や勧告は具
体的にどのよ う に行われ反映さ れている のか。

( 2) 青少年の健全育成への成果は。

( 3) 今後の活動支援は。

３
道下 和茂
( 一問一答)

１ 市観光等施設について

( 1) 平成30年度の受託者から の収入と 支出状況は。

( 4) 道路沿い樹木の事前伐採など の安全対策は。

２ 放課後チャ レ ン ジク ラ ブについて

( 1) 放課後チャ レ ン ジク ラ ブの現状は。

２
臼井　 悦子
( 一問一答)

１ 風水害、 地震などの防災対策について

( 1) 現在の本市の防災への取り 組みは。

( 2) 市内外と の協力体制は。

( 3) 福祉における 防災計画は。

２ Ｓ Ｄ Ｇ s（ ｴｽﾃ゙ ｨ ｼーﾞ ｽー゙ ） によ る 持続可能なまち づ
く り

( 1) Ｓ Ｄ Ｇ sへの見解は。

( 2) 今後の取り 組みは。

( 4) 通学路の安全対策（ ブロッ ク 塀） の現状と 今後は。

( 5) 地域防災計画において携帯電話不通エリ アへの
対応は。

( 6) 停電防止へ事前伐採によ る 倒木対策は。

自助、 共助によ る 避難強化は。

( 2) 防災士について

・ 市内の資格取得者の現状と 資格取得への支援は。

・ 防災組織での位置づけなど活躍の場の提供は。

( 3) 国の防災・ 減災、 国土強靱化のための緊急対策
へ地域防災計画の対応は。

１ ２ 月議会一般質問項目
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１
黒田 芳弘

( 市政自民ｸﾗﾌﾞ )
( 一問一答)

１ 防災力の強化について

( 1)
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( 3) 公営企業職員と し て、 原価意識や経営スキルを
持っ た技術者確保の現状と 計画は。

( 4) 水道料金の近隣市町と の差異や、 広域的見地か
ら の整合性は。

３ 公営企業と し ての水道事業の現状と 今後について

( 1) 浄水場の防災対策は。

( 2) 漏水対策は計画的に効率よ く 進めら れている
か。 漏水対策の現状と こ れから の取り 組みは。

( 1) 市の現状は。 相談の現状は。

( 2) 8050問題を 放置し た場合の課題は。

( 3) 支援に取り 組む考えは。

( 2) 大野神戸Ｉ Ｃ 利用者の、 屋井工業団地、 モレ ラ
岐阜、 淡墨桜等市内の人が集まる 場所へのアク
セスに対する 施策は。

( 3) 真正地域の歩行者に対する 安全対策を 強化する
必要はないか。

２ 成人のひき こ も り について

４ ジャ ン ボタ ニシの駆除対策について

( 1) ジャ ン ボタ ニシの生息範囲拡大防止のための今
後の取り 組みは。

５
髙田 浩視
( 一問一答)

１ 大野神戸Ｉ Ｃ 利用によ る 市内の交通量増加に対す
る 交通安全対策について

( 1) 東海環状自動車道大野神戸Ｉ Ｃ ～大垣西Ｉ Ｃ 間
の開通に向けて、 市はどのよ う な施策に取り 組
んでいる のか。

３ 農地中間管理機構について

( 1) 農地中間管理機構を 活用し た農地集積率は。

( 2) 今後の農地集積・ 集約化の進め方は。

( 3) アレ ルギー対応は、 委託後も 今までどおり 可能
か。

２ 学校ホームページの活用について

( 1) 学校ホームページの効果的な活用方法は。４
村瀬　 明義
( 一問一答)

１ 給食セン タ ーの調理業務民間委託について

( 1) 給食の民間委託に伴う 配慮や方法は。

( 2) 献立の作成はどのよ う になる のか。
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( 4) 国天然記念物等の把握状況について

( 5) 外来生物の被害状況は。 また、 駆除の目的、 実
績、 効果は。

( 6) 本巣市版生物多様性戦略の策定の展望は。

( 1) 今年度の水生生物調査の結果は。 また、 本市の
生物多様性の状況についての見解は。

( 2) 市天然記念物指定の目的と 保全対策は。

( 3) オヤニラ ミ 棲息状況調査の結果は。 また、 今後
の対応は。

( 2) 児童・ 民生委員への情報配信の考えは。 また、
不審者情報を 無線で放送し なく なっ た理由は。

( 3) 幼児園への防犯カ メ ラ 設置の考えは。 また、 自
治会要望に対する 防犯カ メ ラ 設置助成の考え
は。

２ 自然保護について
６

寺町　 茂
( 一問一答)

１ 地域防犯について

( 1) 事件防止のための関係機関と の連携再確認の必
要性は。



４ 市財政の健全化について

( 1) 今後も 健全な財政を 維持でき る のか。

３ 防災ハザード マッ プの更新について

( 1) 現在の洪水ハザード マッ プで万全な避難対応が
でき る のか。 また更新予定は。

( 2) 避難所の収容人数等、 避難場所の変更を 市民が
迷わないよ う 第二、 第三の指示は可能か。

( 3) 東海環状自動車道のト ン ネルの影響範囲の保存
は誰が行う のか。

( 4) ト ン ネルの名称に船来山古墳群等の要求はでき
る のか。

( 5) 遊歩道等設置計画は。

２ 船来山の管理と 古墳の保存について

( 1) 船来山全体の地権者数は。

( 2) 山全体が荒れており 、 ボラ ン ティ アだけでは追
いつかないのでは。

( 2) 施設の利用内容と 利用者数は。

( 3) 休日の駐車場は足り ている のか。

( 4) 高木貞治記念館は現在のままで定着する のか。

( 3) 道の駅で販売さ れる 商品が市外の商品が多く
なっ ている 経緯、 背景は。

( 4) 職員の状況は。

２
澤村　 均

（ 日本共産党）

( 一問一答)

１ 富有柿の里の今後の使用方法について

( 1) 現在の柿振興のための施策は。

２ 指定管理者制度の現状について

( 1) プロ ジェ ク ト アド ベン チャ ー施設の活用状況
は。

( 2) 交流館の利用状況は。

ハザード マッ プの見直し は。

( 2) 企業と の災害時の避難所に関する協定の状況は。

( 3) 災害ゴミ の処理対応は。

( 4) 防災訓練の内容を 充実すべき ではないか。

１ ２ 月議会一般質問項目
令和元年１ ２ 月５ 日( 木) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 午前９ : ０ ０ ～
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１
河村　 志信
( 一問一答)

１ 自然災害への対応について

( 1)
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( 4) オースト ラ リ アの学校と の姉妹提携は。

( 1) オースト ラ リ ア研修の事業内容及び成果は。

( 2) 現在の２ 年に１ 回から 毎年実施し ては。 また、
参加者多数のため年２ 回に分けては。

( 3) オースト ラ リ アの生徒のホームステイ によ る 交
流は。

( 5) こ こ 数年のチケッ ト 売り 上げと 経済効果は。

( 6) 来年度の計画及び今後は。

２ 市青少年オースト ラ リ ア派遣事業について

( 2) う すずみサマーフ ェ スティ バルの実行委員会の
メ ン バー構成と 、 こ こ 数年の事業結果は。

( 3) 実行委員会と 宗次郎コ ン サート の契約は。

( 4) 宗次郎と 子供の関係と 経費内容は。

( 1) 高齢者の歯の健康維持に対する市の取り 組みは。

( 2) 訪問歯科検診についての考えは。

４
鍔本 規之
( 一問一答)

１ う すずみサマーフ ェ スティ バル等の活動状況につ
いて

( 1) 実行委員会の目的、 事業及び経費は。

( 1) 特定屋外喫煙場所設置の考えは。

( 2) 施設近隣の環境対策は。

３ 高齢者の歯の健康について

( 2) 大雨時に排水路を 越流し て浸水する 地域はどれ
く ら いある のか。

( 3) 今後の排水路改良工事の考えは。

２ 公共施設の喫煙について３
堀部　 好秀
( 一問一答)

１ 排水路改良について

( 1) 洪水ハザード マッ プの浸水の定義は。 また、 浸
水実績は過去何年分か。


